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金
城
区
画
整
理
地
区
内
で
、
国
道
３
３
１

号
線
に
隣
接
し
た
小
高
い
丘
に
御
嶽
が
あ
る
。 

　
も
と
も
と
小
禄
に
は
字
を
単
位
と
し
た
部

落
が
あ
り
、
部
落
に
は
地
域
の
守
り
神
と
い

わ
れ
て
い
る
御
嶽
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
御

嶽
と
い
わ
れ
る
場
所
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民

の
祖
先
―
遠
い
祖
霊
―
を
祀
っ
て
お
り
、
大

地
と
森
と
が
一
つ
に
結
ば
れ
た
場
所
で
あ
る
。 

　
そ
の
御
嶽
を
つ
く
っ
て
い
る
大
地
か
ら
、

そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
を
他
の
場
所
へ
移

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
地
の
破
壊
や

樹
木
の
伐
採
・
消
失
さ
せ
る
行
為
は
、
神
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。戦
後
、米
軍
に
よ
る
強
制
的
な
土
地
接
収

で
土
地
を
追
わ
れ
た
住
民
は
、
御
嶽
の
神
々

も
一
緒
に
移
転
し
て
い
っ
た
。 

　
無
人
と
な
っ
た
土
地
は
米
軍
人
家
族
の
施

設
づ
く
り
の
た
め
、
ブ
ル
で
総
な
め
に
さ
れ
、

丘
は
平
地
に
か
わ
り
、
木
々
は
伐
採
さ
れ
て

い
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
、
整
地
の
た
め
、

ブ
ル
な
ど
の
重
機
で
工
事
を
し
よ
う
と
し
て

も
、
拒
む
土
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
で
い

ご
の
木
が
デ
ー
ン
と
か
ま
え
て
い
る
御
嶽
で

あ
る
。
「
こ
の
で
い
ご
の
木
が
、
神
が
不
在

の
御
嶽
を
守
る
た
め
、
工
事
車
両
や
、
重
機

を
転
倒
さ
せ
た
り
、
機
材
の
故
障
や
怪
我
人

を
だ
し
た
り
し
、
工
事
を
中
止
に
追
い
込
ん

で
い
っ
た
噂
の
木
だ
」
と
地
域
の
人
た
ち
は

話
す
。
昭
和
55
年
〜
59
年
に
か
け
返
還
が
実

現
し
、
昭
和
58
年
８
月
か
ら
住
宅
市
街
地
と

し
て
、
区
画
整
理
事
業
が
着
手
。
村
の
聖
地

と
い
わ
れ
る
御
嶽
を
残
し
た
い
と
い
う
地
域

住
民
の
要
望
で
、

現
在
は
公
園
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
で
い
ご
の
木

は
、
今
で
も
御
嶽

を
守
っ
て
い
る
と

地
域
の
人
た
ち
は

信
じ
て
い
る
。 

　
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
ツ
マ
ベ
ニ
チ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
な
ど
が
翔
び
か
う
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
、
３
月
10
日
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
首
里
城
下
の
公
園
「
上
の
毛
」
で
蝶
の
食
草
の
植
栽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翁
長
市
長
も
「
昔
の
よ
う
に
、
蝶
が
舞
う
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
市
内
の
公
園
に
植
栽
を
予
定
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、

首
里
城
下
に
チ
ョ
ウ
を
翔
ば
そ
う
会
の
人
た
ち
や
地
域
住
民
と
一
緒
に

ホ
ウ
ラ
イ
カ
ガ
ミ
、
ギ
ョ
ボ
ク
、
ト
ウ
ワ
タ
を
植
栽
。
参
加
者
は
会
場

の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
金
色
の
サ
ナ
ギ
に
、
喚
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
市
民
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
行
政
が
協
働
し
て
市
環
境
保
全
行

動
計
画
な
ど
を
推
進
す
る
「
な
は
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設
立
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
那
覇
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
伊
藝
助
役
は
「
市
も
率
先
し
て
ご
み
減
量
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」
と
協
力
を
伝
え
ま
し
た
。
会
場
で
は
三
輪
昌
子
さ
ん

（
生
活
評
論
家
）
の
環
境
講
演
会
や
エ
コ
バ
ッ
グ
、
リ
サ
イ
ク
ル
文
具
、

学
校
や
地
域
で
の
環
境
学
習
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
、
小

学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
広
が
る
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
た
。 

　
働
く
若
者
に
教
養
・
交
流
の
場
を
提
供
す
る
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
後

期
文
化
祭
が
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
受
講
生
ら
が
４
ヶ
月
間
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
場
内
で
は
花
風
水
＆
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
陶
芸
、
紅
型
な
ど
の

作
品
を
展
示
。
カ
ク
テ
ル
講
座
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
受
講
生
が
プ
ロ
顔
負
け

に
シ
ェ
ー
カ
ー
を
振
り
、
グ
ラ
ス
を
ト
ロ
ピ
カ
ル
に
染
め
ま
し
た
。 

　
舞
台
で
は
ヒ
ッ
ト
曲
を
中
国
語
で
歌
う
な
ど
、
大
正
琴
、
三
線
、
ジ
ャ

ズ
体
操
、
空
手
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
各
講
座
・
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま

で
の
練
習
成
果
を
披
露
、
来
場
者
は
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。 

　
環
境
保
護
活
動
を
推
進
し
て
い
る
（株）
N
T
T
ド
コ
モ
九
州
は
同
地

区
契
約
数（
携
帯
・
自
動
車
電
話
）の
４
０
０
万
台
突
破
を
記
念
し
て
公

園
の
植
樹
に
と
市
に
６
０
０
万
円
を
寄
贈
、こ
の
ほ
ど
、那
覇
新
都
心
地

区
の
天
久
公
園
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
や
ラ
ン
タ
ナ
な
ど
９
１
０
本
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た（
１
月
に
は
松
山
公
園
に
白
梅
な
ど
を
植
樹
）。セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
伊
藝
助
役
が「
ご
協
力
に
感
謝
し
、み
ん
な
で
大
切
に
守
り
育
て

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、助
役
、（株）
N
T
T
ド
コ
モ
九
州
の
高
橋
豊

久
社
長
ら
が
ス
コ
ッ
プ
で
ト
ッ
ク
リ
キ
ワ
タ
に
土
を
入
れ
ま
し
た
。 

■日　時：4月27日（土）【第一夜】「伝統芸能の夜」／4月29日（祝・月） 
【第二夜】「金井喜久子プロジェクト」両日とも【開演予定】午後6時 
■会　場：那覇市民会館　　■出演者：藤木勇人、照喜名朝一、宮城能鳳、 
沖縄交響楽団　他　■応募要領：必ず官製往復ハガキの往信裏面と返信表面
にご自分の郵便番号・住所・氏名（往信用裏面には電話番号も）、入場希望日
を一つ明記し（27日・29日のいずれか）下記のあて先までお申し込み下さ
い。抽選で入場整理券（１枚２名入場）をお送りします。お子様も入場券が必
要です。 

【あて先】〒901-0294（住所不要）NHK沖縄放送局「歌と踊り」係　【締め切り】4月12日（金）必着 
■お問い合わせ：NHK沖縄放送局　放送部　事業／電話850-5154（平日午前10時～午後6時） 
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